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【はじめに】 
私は令和元年度の日本臨床精神神経薬理学会海外研修員として助成いただきました。私

は 2019 年 4 月より 2 年間、Johns Hopkins 大学医学部に留学しており、留学先の Kamiya
研究室では、精神疾患の脳内炎症に注目し、精神疾患モデルマウスを用いた精神疾患の病態

解明を主に行っておりました。留学中に従事した研究を以下にご紹介させていただきます。 
 
【主な研究内容】 
1）免疫-炎症系に注目したうつ病の病態解明研究 

うつ病の病態として、脳内や末梢組織での炎症に焦点を当てた研究を行いました。精神的

ストレスにより惹起される末梢組織での炎症に特定の免疫細胞が寄与しており、その免疫

細胞が脳に炎症を及ぼしストレス関連行動にも影響を与える、という仮説を元に研究を進

めました。論文投稿中であるため詳細はまだ報告できませんが、今後発表の機会をいただけ

ればと考えています。また同テーマで臨床寄りの内容を PCN にて発表しております

（Sakamoto et al., 2021 Psychiatry Clin Neurosci）。 
2) 細胞外小胞がうつ病に及ぼす影響 
 免疫-炎症系の中でも、細胞外小胞の役割に注目し精神疾患との関連を検討しました。ス

トレスモデルマウスを用いて、細胞外小胞および関連した miRNA が、ストレス関連行動の

炎症誘発性メカニズムに関連している可能性があることを示しました（Sakamoto et al., 
2021 FEBS Open Bio）。 
3) 高齢手術モデルマウスを用いたせん妄の病態解明研究 
 高齢マウスに疑似手術を施したせん妄（術後機能障害）モデルマウスの研究も並行して行

っております。こちらも詳細は執筆中のためまだ報告できませんが、特定の脳領域や特定の

免疫細胞に焦点を当てた研究を進めており、マウスの行動は複数の検査バッテリーで評価

しています。こちらも以後追って報告させていただきたく思っています。 
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【コロナ禍にて】 

留学 2 年目にコロナ禍に見舞われました。日常生活や研究生活ともに数多くの制限はあ

りましたが、お互いに助け合い、また工夫することで、幸いに研究自体に大きな影を落とす

ことはなく、順調に進めることができました。他者と助け合うことの重要さについて深く考

えさせられた、とても貴重な期間でした。 
 
【最後に】 
 このたびの留学にあたってご高配を賜りました日本臨床精神神経薬理学会理事長の下田

和孝先生、前理事長の染矢俊幸先生、海外研修員選考委員の先生方、海外研修員の関係者の

皆様に心より御礼申し上げます。 
 


